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Chapter 1.  はじめに

この度は ASUS  SL200  ルータをお買い上げいただき、ありがとうご
ざいます。この高品質で、信用性の高いインターネットルータは、ケー
ブルや DSL モデムを通じ、複数のユーザーでインターネット接続を
共有することが可能です。また、ルータを取り付けるだけで、Cable/
DSL モデムに接続し、インターネット接続が可能です。ルータ以外に
も、10/100Mbps 4 ポート Ethernet スイッチとして機能し、全てのポー
トが MDI/MDIX に対応することで、CAT5 ケーブルが使用可能ですの
で、他のルータ / スイッチにアップリンクできます。本製品は小規模、
中規模のビジネス、小規模なオフィス / ホームオフィス（SOHO）に
対応するトータルソリューションを提供し、即座に今日のネットワーク
を構築できるとともに、今後の技術革新にも対応可能な製品となって
います。

1.1 特徴

・ 3 ステップ簡単セットアップウィザード
インターネットの共有が３つのウィザードで簡単に設定できます。

・ ユーザーフレンドリーな Web Graphical User Interface
ASUS独自のフレンドリなユーザーインターフェースなら、セットア
ップも簡単。

・  DHCP サーバサポート
要求に応じて、ダイナミックに IP アドレスをPCと他のデバイスに
提供。お使いのLANの各デバイスに応じて DHCP サーバとして機
能します。

・  Multi DMZ ホストサポート
お使いのLAN 上のPC一台を、サーバ、個人ユーザー間双方向での
無制限のコミュニケーションが可能。

・ PPTP と PPPoE のサポート
インターネット（WAN ポート）接続で、「Direct Connection」タイプ
のサービスはもちろん PPPoE（PPP over Ethernet）と PPTP（Point-
to-Point Tunnel Protocol）をサポートします。
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1.2 パッケージの内容 

このマニュアル以外には、以下のアイテムが含まれています。

• SL200 ルータ

• DC 外部アダプター
• CD（他言語ユーザーマニュアルを含む）

1.3 各部名称

1.3.1 フロントパネル

フロントパネルのLED インジケーターはユニットの状態を表示します。
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LED  カラー 状態 説明

Power グリーン
ON SL200  がオン
OFF SL200 がオフ

LAN（1-4） グリーン
ON リンク確立
点滅 リンクが確立、データの送受信中

WAN グリーン
ON リンク確立
点滅 リンクが確立、データの送受信中

Status グリーン
ON デバイスがハングアップ
点滅 デバイスがスタンバイ OK
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表示 説明

POWER 電源入力ジャック：DC アダプターに接続。

WAN WAN ポート：お使いの WAN デバイスに接続。
（ADSL、ケーブルモデム等）

LAN（1-4）
LAN ポート：お使いの PC の Ethernet ポートに接
続、または Ethernet ケーブルを使用して LAN の
ハブ / スイッチのアップリンクポートに接続。

RESET

リセットボタン：

1. ４秒以上押すと、システム設定を工場出荷状態
にリセット。

2.  20 秒以上押すと、デバイスを再起動。

1.4 システム条件
・１台または複数の Ethernet インターフェース内蔵の PC（デスクトップ、	
	 ラップトップを問わない）。

・  TCP/IP プロトコルが全ての PC にインストールされている。

・  有効なインターネットアクセスアカウントと DSL またはケーブルモデム。

・  RJ-45 コネクタ付き 10/100BaseT ネットワークケーブル。

・  MS Internet Explorer ver. 5.0 以降、または Netscape Navigator ver. 4.7 以	
	 降のシステム。

1.3.2 	リアパネル

リアパネルにはユニットのデータ用と電源接続用のポートが装備され
ています。

POWERLAN1 LAN2 LAN3 LAN4 WANRESET
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1.5  取り付けにあたって

1）ルータと DSL/ ケーブルモデムの電源をオフにします。

2）システムをストレート LAN ケーブルでルータの LAN ポートに
接続します。

3）DSL、またはケーブルモデムをルータの WAN ポートに接続し
ます。

4）DSL またはケーブルモデムの電源をオンにし、次に電源アダプ
ターをルータの電源ジャックに接続し、電源ケーブルを出力に
つなぎます。

5） LED のチェック

a）ルータの電源を入れると、電源 LED がオンになります。

b）アクティブな LAN 接続時、LAN LED がオンになります。

c）または ケーブルモデムが接続されると、WAN LED がオンに	
	 なります。
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Chapter 2.  PC 構成

ユーザーは SL200 LAN ネットワーク内の各システムに応じた TCP/IP 
ネットワーク設定、インターネットアクセスの設定を行う必要がありま
す。SL200 ルータは初期設定で DHCP サーバとして動作し、システム
が起動すると、自動的に IP アドレスを各システムに割り当てます。ク
ライアントのシステムに対し、固定 IP アドレスを選択する場合は、ク
ライアントシステムのゲートウェイはルータの IP アドレスに、クライア
ントシステムの DNS はユーザーのプロバイダのアドレスに設定する
必要があります。

2.1 TCP/IP ネットワーク設定 

2.1.1 Windows 9x/ME の TCP/IP 設定  
a）「スタート」→「コントロールパネル」→「ネットワーク」に進む

と、次のような画面が表示されます。 
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b）プロパティをクリックすると、次のような画面が表示されます。

•		 DHCP を使用する場合は、「Obtain an IP address 	
automatically」を選択し、「OK」をクリックし、設定を保存し
ます。システムを再起動すると、ルータは IP アドレスを取得
します。

・	固定 IP アドレスを使用する場合は、「Specify an IP address」
を選択し、IP アドレスとサブネットマスクが正しいことを確認
してください。

c）「Gateway」のタブで、「New gateway」の欄に正しいゲート	
	ウェイアドレスを入力したら、「Add」をクリックします。
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d）「DNS Configuration」タブで「Enable DNS」を選び、「DNS 
Server Search Order」の欄にプロバイダの DNS アドレスを入力
したら、「Add」をクリックします。

2.1.2 Windows NT4.0 の TCI/IP 設定 
a）「コントロールパネル」→「ネットワーク」に進み、プロトコ

ルのタブで「TCP/IP protocol」を選択すると、次のような画面
が表示されます。
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b）「プロパティ」をクリックすると、下のような画面が表示されます。

・ Adapter の欄から、システムのネットワークカードを選択します。

・ルータからの IP アドレスを使用する場合は、「Obtain an IP address 
from a DHCP server」を選択します。

・ 他の IP アドレスを使用する場合は、「Specify an IP address」を
選択し、IP アドレスとサブネットマスクの欄にアドレスを正し
く入力してください。

・ルータの IP アドレスは「Default Gateway」として設定します（推奨）。

c）プロバイダの DNS アドレスを入力するには、「DNS」タブで、「DNS 
Service Search Order」のリストの下にある Add をクリックし、
DNS を入力します。
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2.1.3 Windows 2000 の TCP/IP 設定
a）「スタート」→「コントロールパネル」→「ネットワークとダイヤルアッ
プ接続」に進み、「ローカルエリア接続」を右クリックし「プロパティ」を
開きます。

b）システムのネットワークカード用に「インターネットプロトコル（
TCP/IP）」を選択し、「プロパティ」をクリックすると、次のような画面が
表示されます。
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・	 ルータからの IP アドレスを使用する場合は、「IP アドレスを自動的
に取得する」を選択します。

・	 他の IP アドレスを使用する場合は、「次の IP アドレスを使用する」
を選択し、IP アドレスとサブネットマスクの欄にアドレスを正しく入
力します。

・	 ルータの IP アドレスは「初期設定ゲートウェイ」として設定します（推
奨）。

・	 DNS Server の欄が空欄の場合は、「次の DNS サーバのアドレスを
使用する」を選択し、プロバイダの DNS アドレスを入力して、「OK」
をクリックします。

2.1.4 Windows XP の TCP/IP 設定 
a）「スタート」→「コントロールパネル」→「ネットワーク接続」に進み、

「ローカルエリア接続」を右クリックして「プロパティ」を開きます。
開くと次のような画面が表示されます。



SL200 ユーザーマニュアル	 Chapter 2 PC 構成

11

b）「インターネットプロトコル（TCP/IP）」を選択し「プロパティ」をクリッ
クすると、次のような画面が表示されます。

・	 ルータからの IP アドレスを使用する場合は、「IP アドレスを自
動的に取得する」を選択します。

・	 他の IP アドレスを使用する場合は、「次の IP アドレスを使用す
る」を選択し、IP アドレスとサブネットマスクの欄にアドレス
を正しく入力します。

・	 ルータの IP アドレスは「初期設定ゲートウェイ」として設定し
ます（推奨）。

・	 DNS Server の欄が空欄の場合は、「次の DNS サーバのアドレス
を使用する」を選択し、プロバイダの DNS アドレスを入力して、

「OK」をクリックします。
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Chapter 3.   ブラウザでルータを設定 

本製品にはインターネットベースの構成ユーティリティが付属し
ています。本ルータの LAN 域内のクライアントシステムであれば、
どこからでもこのユーティリティへのアクセスが可能です。最高
のパフォーマンスを得るため、Microsoft Internet Explorer 5.0 以降、
または Netscape Navigator 4.7 以降のものをお使いください。設定
を始める前に、以下の項目を確認してください。

a）プロバイダからの IP アドレスの割り当てが、静的（固定）か
動的かを確認します。また静的割り当ての場合は、そのアドレ
スを確認します。

b）プロバイダが PPPoE を使用しているかどうか確認します。使
用している場合は、その PPPoE のユーザーネームとパスワード
を確認します。

以上の項目で不明な点がある場合は、ご契約のプロバイダにお問
い合わせください。

3.1 Web ブラウザを起動

ウェブベースユーティリティを使うには、インターネットブラウ
ザ（MS IE 5.0 以降、 Netscape Navigator 4.7 以降のもの）を起動
する必要があります。

ステップ１： 
本ルータの初期設定の IP アドレス「http://192.168.1.1」をアドレス
フィールドに入力して、「Enter」を押します。

ステップ２： 
ログインダイアローグボックスが表示されます。User Nameに		
「admin」、Passwordに「admin」と入力し、「OK」をクリックして
ウェブベースユーティリティにログインします。
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3.2 Wizard

ホスト名、ドメイン名、タイムゾーン、サマータイムなど、ルータの
基本的な設定を行います。「Next」をクリックして WAN 設定ウィンド
ウに移ります。

Host Name：プロバイダより提供されたホスト名がある場合は入力
してください（初期設定：SL 200 ）。

Domain Name：プロバイダより提供されたドメイン名がある場合
は入力してください。

Time Zone：タイムゾーンを設定してください。ルータの時間はこ
こでの設定と同じになります。

Daylight Saving：サマータイムの設定です。この機能をご利用の
場合は「Enable」にチェックを入れてください。
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Next：「Next」をクリックすると WAN 設定ウィンドウへ移ります。

次のウィンドウでは、WAN 接続のタイプ（ケーブルモデム、固定
IP xDSL、PPPoE xDSL など）を特定することができます。「Next」
をクリックすると、DNS 設定ウィンドウへ移ります。

Cable Modem：ケーブルモデムに接続する場合は「Cable Modem」
をクリックして、MAC のクローン機能の設定をします。（MAC ア
ドレスはプロバイダより提供）

Fixed-IP xDSL：固定 IP xDSL に接続する場合は、「Fixed-IP xDSL」
をクリックして、プロバイダより提供された IP アドレスとゲート
ウェイアドレスを入力してください。

Dial-Up xDSL（PPPoE）：ダイヤルアップ xDSL に接続する場合は
「Dial-Up xDSL」をクリックして、プロバイダより提供されたログ

イン情報を入力してください。

PPTP：PPTP に接続する場合は「PPTP」をクリックして、プロバイ
ダより提供されたログイン情報を入力してください。

L2TP：L2TP を通して接続する場合は「L2TP」をクリックして、プ
ロバイダより提供されたログイン情報を入力してください。

DNS サーバを有効に設定した場合のみ、WAN 構成ウィンドウにて
DNS 設定を更新できます。DNS 構成を変更し、「Finish」をクリッ
クすると、DNS 設定を更新します。
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3.3 System

ルータの基本的な構成のパラメータ（システム状態、システム設定、
管理者設定、ファームウェアの更新、構成ツール、システムログ
など）が表示されます。たいていの場合は初期設定で問題ありま
せんが、プロバイダは個々に異なるため、プロバイダの要求する
設定が不明な場合はプロバイダにお問い合わせください。

3.3.1 System Status
Status 画面には、ルータの LAN インターフェースの接続状態や、
ファームウェアやハードウェアのバージョン、ネットワークに接
続しているクライアントの数が表示されます。



Chapter 3 ブラウザでルータを設定 	 SL200 ユーザーマニュアル

16

INTERNET：WAN 接続のタイプと状態を表示します。

GATEWAY：IP 設定、DHCP、NAT、ファイヤーウォール状態を表
示します。

INFORMATION：接続しているクライアントの数、ルータのハード
ウェアやファームウェアのバージョンを表示します。

3.3.2 System Settings
ルータの基本的な設定（ホスト名、ドメイン名、タイムゾーン、
サマータイム、NAT など）を設定します。
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Host Name：プロバイダより提供されたホスト名がある場合は、入
力してください（初期設定：SL 200 ）。

Domain Name：プロバイダより提供されたドメイン名がある場合
は、入力してください。

Set Time Zone：タイムゾーンを設定してください。ルータの時間
はここでの設定と同じになります。

Daylight Saving：サマータイムの設定です。この機能をご利用の
場合は「Enable」にチェックを入れてください。

NAT：NAT 機能の設定です。

3.3.3 Administrator Settings
パスワードの設定によって、アクセス制限をします。初期設定の
パスワードは「admin」です。早めに Administrator でパスワード
を設定し、安全な場所に保管してください。

パスワードは、3 〜 12 の大文字と小文字を区別したアルファベッ
トです。

Administrator Time-Out - 設定した回数、間違ったパスワードを入
力すると Administrator へのアクセスを自動的に遮断します。ゼロ
に設定すると、この機能は無効になります。

Remote Management - 初期設定では、ローカルネットワークから
のみの管理が可能です。

Administrator の IP アドレスを設定することにより、リモートホス
トからのルータ管理が可能になります。
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Password Settings：ウェブベースのマネジメントウェブサイトへ
アクセスするためのパスワードを選択します。

3.3.4 Firmware Upgrade
新しいファームウェアを検出して更新します。「Browse」をクリッ
クして新しいファームウェアを検索してください。「OK」をクリッ
クすると更新を開始します。

Firmware Upgrade：ルータのファームウェアを更新するためのツー
ルです。更新するにはファームウェアをローカルハードディスクに
ダウンロードします。Browse ボタンを押すと、パソコン上のファー
ムウェアファイルを検出します。
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3.3.5 Configuration Tools
ルータの設定（再起動、工場出荷時の初期設定値、バックアップ
設定、リストア設定）。

Restart System：再起動。

Restore Factory Defaults：工場出荷時の初期設定値にリセット。

Backup Settings：設定をファイルに保存。

Restore Settings：Backup Settings にリストア。

3.3.6 System Log
ルータのシステムアクティビティ（システムログ、リモートログ）を表
示します。
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System Log：ルータのシステムアクティビティを表示。

Remote Log Setting：リモートログサーバの IP アドレス設定を表示。

3.4 WAN

3.4.1 Connected Type
プロバイダの規定する WAN 接続のタイプを指定して、「OK」を押すと、
詳細設定のパラメータが表示されます。
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Dynamic IP Address：プロバイダから自動的に IP アドレスが割り
当てられている（動的割り当て）。

Static IP Address：IP アドレスはあらかじめ割り当てられている（静
的割り当て）。

PPPoE：プロバイダが PPPoE 接続を要求。

PPTP：プロバイダが PPTP 接続を要求。

L2TP：プロバイダが L2TP 接続を要求。

3.4.2 Dynamic IP
「Host Name」はオプションですが、プロバイダに要求される場合

もあります。MAC アドレスは、ルータ上の WAN の物理インター
フェースに設定されています。プロバイダへの登録の際はこのア
ドレスを使ってください。また、プロバイダに要求されない限り、
アドレスの変更はしないでください。「Clone MAC」ボタンでイー
サネットカードの MAC アドレスをコピーし WAN MAC アドレスを
置き換えることができます。
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Request IP address：クローンしたい IP アドレスを入力。

MTU：通信パケットの最大数を指定できます（オプション）。

MAC Cloning：MAC クローンの設定。

MAC Address：クローンしたい MAC アドレスを入力。

BigPond：BigPond はオーストラリアのプロバイダです。プロバイダが
BigPond の場合は、この項目をチェックしてください。

3.4.3 Static IP
プロバイダより固定アドレスが割り当てられている場合は、割り当てら
れた固定アドレスと、サブネットマスクを入力し、次にプロバイダのゲー
トウェイアドレスを入力します。
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IP address assigned by your ISP：プロバイダより割り当てられた IP ア
ドレスを入力。

Subnet Mask：ルータのサブネットマスクを入力。

ISP Gateway Address：ゲートウェイアドレスを入力。

MTU：通信パケットの最大数を指定できます（オプション）。

Does ISP provide more IP addresses ?：プロバイダが複数の IP アドレ
スをサポートしている場合は「Yes」にチェックを入れてください。

3.4.4 PPPoE（PPP over Ethernet）
プロバイダより割り当てられた PPPoE の User name と Password を
入力してください。通常 Service Name はオプションですが、プロバ
イダが要求する場合は入力してください。Maximum Idle Time（秒単位）
は、インターネットへアクセスをしていない状態でインターネット接続
を続ける時間の設定です。設定した時間以上アクセスがないとインター
ネット接続は切断されます。「Auto-reconnect」を「Enable」にする
ことにより、インターネットへアクセスしたいときに自動的に接続を確
立することができます。

<Disconnect> -「Disconnect」ボタンをクリックすると、PPPoE 接続
が切断されます。
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User Name：プロバイダより提供されたユーザー名を入力。

Password：プロバイダより提供されたパスワードを入力。

Please retype your Password：確認のためにパスワードを再度入力
してください。

Service Name：プロバイダが要求する場合はサービスネームを入
力してください（オプション）。

MTU：通信パケットの最大数を指定できます（オプション）。

Maximum Idle Time：アイドル時間（秒単位）の設定。一定時間パ
ケットの送信がない（インターネットへのアクセスがない）とプ
ロバイダとの接続が自動的に切断されます。

Connection Mode：PPPoE 接続モード（Keep-alive、auto-
connect、manual-on）の選択。

3.4.5 PPTP（Piont-to-Piont Tunnel Protocol） 
ルータのPPTP設定を行います。
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PPTP Account：プロバイダより提供された PPTP アカウントを入力
してください。

PPTP Password：プロバイダより提供されたパスワードを入力して
ください。

Please retype your Password：確認のために再度パスワードを入力
してください。

PPTP Gateway：ご使用の LAN に PPTP ゲートウェイがある場合は
PPTP ゲートウェイ IP アドレスを入力してください。ない場合はプ
ロバイダのゲートウェイ IP アドレスを入力してください。

IP Address：PPTP 接続を確立するためにプロバイダより提供された
IP アドレスです。

Connection ID：プロバイダより提供される ID です（オプション）。
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MTU：通信パケットの最大数を指定できます（オプション）。

Maximum Idle Time：アイドル時間（秒単位）の設定。一定時間パ
ケットの送信がない（インターネットへのアクセスがない）とプ
ロバイダとの接続が自動的に切断されます。

Connection Mode：PPTP 接続モード（Keep-alive、auto-connect、
manual-on）の選択。

MPPE：MPPE モードの設定。

3.4.6 L2TP
ルータの L2TP を設定します。
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L2TP Account：プロバイダより提供された L2TP Account を入力し
てください。

L2TP Password：プロバイダより提供されたパスワードを入力して
ください。

Please retype your Password：確認のために再度パスワードを入力
してください。

L2TP Gateway：ご使用の LAN に L2TP ゲートウェイがある場合は
L2TP ゲートウェイ IP アドレスを入力してください。ない場合はプ
ロバイダのゲートウェイ IP アドレスを入力してください。

IP Address：L2TP 接続を確立するためにプロバイダより提供され
た IP アドレスです。 

MTU：通信パケットの最大数を指定できます（オプション）。

Maximum Idle Time：アイドル時間（秒単位）の設定です。一定
時間パケットの送信がない（インターネットへのアクセスがない）
とプロバイダとの接続が自動的に切断されます。

Connection Mode：L2TP 接続モード（Keep-alive、 auto-connect、
manual-on）の選択です。

3.4.7 DNS
DNSはIPアドレスをドメイン名（例、www.waveplus.com）に置き換え
るシステムです。
プロバイダは、１つの IPアドレスに複数のドメイン名を提供します。
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Domain Name Server（DNS） Address：プロバイダから提供された
DNS サーバ IP アドレスか、ご希望の DNS サーバ IP アドレスを入力し
てください。 

Secondary DNS Address（optional）：他の DNS サーバの IP アドレス
を入力してください。１つ目の DNS で失敗したときに使われます（オ
プション）。

3.5 VPN（仮想プライベートネットワーク）

3.5.1 Tunnel
インターネット（VPN トンネル）を経由して、ローカルネットワークとリ
モートネットワークの間に暗号化したトンネルを構築することができま
す。構築の際は VPN 機能をサポートする VPN ルータを両方のネット
ワークに設置します。VPN サーバはトラフィックポリシーで許可し、ト
ンネルの両拠点でも有効に設定する必要があります。
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Tunnel Entry：VPN トンネル数は最大 5 本です。

VPN Tunnel：VPN トンネル機能を有効にします。 

Tunnel Name：VPN トンネルに名前を付けます。各 VPN トンネルは
重複しないようにしてください。

Local Secure Group：トンネルのローカル側の拠点です。自動的にリ
モート VPN サーバとの接続を試行し接続を維持します。

IP Address： 上記の Local Secure Group の IP アドレスです。 

Remote Secure Group：トンネルのリモート側の拠点です。リモート
側からのインカミング接続のみに応答します。

IP Address：上記の Remote Secure Group の IP アドレスです。

Remote Secure Gateway：Local Secure Group と Remote Secure 
Group 間のゲートウェイです。

IP Address：上記の Remote Secure Gateway の IP アドレスです。

Key Exchange：キー交換の設定です。設定オプションは「Auto（IKE：
自動）」と「Manual（手動）」の２つです。

3.5.2 IKE Parameters
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[Phase 1]

「Phase 1」（認証）のセクションでは、認証フェーズまたはフェーズ 1 
に関する設定を行います。IKE ネゴシエーションフェーズとも呼ばれて
います。

フェーズ 1 の目的は、IKE ポリシーセットのネゴシエート、通信相手の
認証、通信相手との安全なチャンネルの構築です。フェーズ１では終
端システムは他の終端システムに対して識別 / 認証を行います。

Operation Mode：Phase 1 には「Main」と「 Aggressive」の２つのモー
ドがあります。「Main」を選択した場合、VPN クライアントはこのトン
ネルに対し有効になり、VPN クライントが VPN ゲートウェイから VPN 
設定情報を取得できるようになります。「Aggressive」を選択した場
合は、VPN クライントは「Aggressive」モードをネゴシエーションモー
ドとして使用し、リモートゲートウェイとネゴシエートします。  

Encryption：認証フェーズで使用する暗号化アルゴリズム（DES、 
3DES、…）。

Authentication：認証フェーズで使用する認証アルゴリズムです（MD5/
SHA1）。

[Phase2]

「Phase 2」のセクションでは、フェーズ２に関する設定を行います。
IPSec 設定とも呼ばれています。

フェーズ 2 の目的は、 フェーズ 1 で認証が確立した後、トンネルを通
過するトラフィックに適用する IPSec セキュリティパラメータをネゴシ
エートすることです。

Encryption： IPSec フェーズでネゴシエートする暗号化アルゴリズムで
す（DES、 3DES、…）。

Authentication：IPSec フェーズでネゴシエートする認証アルゴリズム
です（MD5/SHA1）。
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NAT-Traversal：NAT-Traversal 機能を有効にします。

Dead Peer Detection：Dead Peer Detection（DPD：切断検出機能）
を有効にします。

DPD Delay Time：DPD メッセージを送信する間隔。

DPD Retry Time：リモートゲートウェイから DPD メッセージへの応答
がない場合に、再送信する間隔。

DPD Max Failures：ここで設定した時間内に DPD の応答がない場合、
DPD 失敗と判断します。

Anti-replay：Anti-replay 機能を有効にします。

Keep Alive：Keep Alive 機能を有効にします。

Counter Measure：Counter Measure 機能を有効にします。

Max Failures：ここで設定した時間内に反応がない場合、Counter 
Measure 機能失敗と判断します。

Block Interval：Counter measure のブロック間隔。  

3.6 LAN

3.6.1 LAN Settings
ルータのゲートウェイアドレスを設定。クライアント PC に動的に IP
アドレスを割り当てるために、DHCP サーバを有効にし、リースタイム
を設定、アドレスレンジを特定します。

ピリオドで４つに区切られた数字からなる IP アドレスは、前の３つは
ネットワークで 0 から 255 の数字です。４つ目の部分は、ホスト部分
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IP Address：ルータの LAN ポート IP アドレス（LAN クライアント
の初期設定ゲートウェイ IP アドレス）を入力してください。

Subnet Mask：LAN セグメント用にサブネットマスクを規定。

The Gateway acts as DHCP Server：DHCP サーバの設定です。

IP Pool Starting Address：DHCP サーバより割り当てられた一番目
のアドレスを入力します。

IP Pool Ending Address：DHCP サーバより割り当てられた最後の
アドレスを入力します。

Lease Time：クライアントが割り当てられた IP アドレスを利用で
きる時間を入力します。

DNS Proxy：DNSプロキシの設定。

3.6.2 DHCP Client List
IP アドレス、ホスト名、MAC アドレスで、どのクライアントがルー
タに接続しているのかを確認できます。
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DHCP Client List：ネットワークに接続されている DHCP クライア
ント（LAN PC）の各情報（IP アドレス、MAC アドレス、残り時間）
が表示されます。「Refresh」ボタンをクリックすると、最新の情報
が得られます。

3.7 NAT

3.7.1 Virtual Server
ルータを仮想サーバとして構成する場合は、パブリック IP アドレ
ス経由のローカルサイトのリモートアクセスサービス（Web、FTP
など）が、プライベートアドレスを使ってローカルサーバへ再設
定されます。要請したサービス（TCP/UDP ポートナンバー）によっ
て、ルータがサービスリクエストを適切なサーバへ接続できると
いうことです。

例

ID プライベート IP プライベート 
ポート

タイプ パブリック
ポート

コメント

1 192.168.1.20 200 TCP 80 Web サーバ
2 192.168.1.12 333 TCP 21 FTP サーバ
3 192.168.1.28 455 TCP 23 Telnet サーバ



Chapter 3 ブラウザでルータを設定 	 SL200 ユーザーマニュアル

34

Private IP：パブリックポートナンバーのパケットが送信される LAN ク
ライアントまたはホストの IP アドレスです。

Private Port：プライベート IP ホストのポートナンバーで、パケットが
LAN（LAN サーバ、クライアント IP）に入ったときに、パブリックポー
トナンバーはこのプライベートポートナンバーに変更されます。

Type：プロトコルタイプ（TCP、UDP、Both）の選択。不明な場合は
初期設定の「Both」のままにしておいてください。

Public Port：LAN のプライベート IP アドレスホストへ再変更されるサー
ビス（サービス / インターネットアプリケーション）ポートナンバーを入
力します。

Comment：設定の説明です。

Enabled：仮想サーバを有効にします。

3.7.2 Special Application
オンラインゲーム、ビデオ会議、インターネットテレフォニーなど、複
数の接続が必要なアプリケーションは、NAT が「Enabled」の状態で
はご利用になれません。このようなアプリケーションをご利用の場合
は、「Trigger Port」アウトゴーイングポートフィールドのアプリケーショ
ンと関連のあるポートを特定して、プロトコルタイプに TCP か UDP を
選択します。次に、トリガーポートと関連のあるパブリックポートイン
カミングポートを入力して、インバウンドトラフィック用に開放します。
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例

ID トリガー
ポート

ト リ ガ ー
ポート

パブリック
ポート

パブリックタ
イプ

コメント

1 47624 UDP 2300-2400

28800-29000

UDP M S N  G a m e 
Zone

2 47624 UDP 2300-2400

28800-29000

TCP M S N  G a m e 
Zone

3 61112 UDP 6112 UDP Battle net

Trigger Port：特定のアプリケーション用ポートナンバーのアウトバウン
ドレンジです。

Trigger Type：アウトバウンドポートプロトコルの選択（TCP、UDP、
Both）です。

Public Port：「2300-2400, 47624」のようなアプリケーション用にイン
バウンドポートまたはポートレンジを入力します。

Public Type：インバウンドポートプロトコルの選択（TCP、UDP、
Both）です。

Comment：設定の説明です。

Enable：Special Application 機能を有効にします。
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3.7.3 Port Mapping
複数のパブリック IP アドレスを内部ユーザーで共有することができま
す。グローバル IP フィールドで共有したいパブリック IP アドレスを入
力してください。グローバル IP を共有するインターナル IP のレンジを
入力してください。

Server IP：NAT サーバ IP アドレスを入力します。

Mapping Ports：NAT サーバが対応するポートナンバーを入力します。 

Type：インバウンドポートのプロトコルタイプを選択（TCP、 UDP、
Both）します。

Comment：設定の説明です。

Enabled：ポートマッピング機能の説明です。

3.7.4 ALG（Application Layer Gateway）
ルータの ALG 設定です。
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ALG（Application Layer Gateway）：NAT ゲートウェイを通じてアプ
リケーションを正しく伝達します。

3.7.5 DMZ（Demilitarized Zone）
クライアント PC で、NAT ファイヤウォール、または特定のアプリケー
ションの設定後、インターネットアプリケーションが正常に動作しない
場合は、クライアントを無制限双方向インターネットアクセスに解放
することができます。ただし、DMZ ホストの IP アドレスを入力し、ク
ライアントを DMZ（Demilitarized Zone）に追加すると、ローカルネッ
トワークが様々なセキュリティリの危険性に曝されますので最終的な
手段としてのみこのオプションを選択してください。
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DMZ（Demilitarized Zone）：DMZ の切り替えです。

Public IP Address：WAN ポートの IP アドレス、またはプロバイダ提
供が提供する別の Public IP アドレスです。

IP Address of Virtual DMZ Host：DMZ ホスト IP アドレスを入力します。 

3.8 Firewall（ファイアウォール）

3.8.1 Firewall Options
不正な侵入やハッカーからの攻撃等に対処するために、接続パラメー
タを制限して優れたファイヤーウォール機能を発揮します。ただし、
無制限のインターネットアクセスを要求するアプリケーションには、特
定のクライアント / サーバを DMZ 設定にする必要があります。
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Firewall Options：ファイヤーウォールがサポートするオプションに
は、「Enable Hacker Attack Protect」、「Discard PING from WAN 
side」、「Deny PING the Gateway」、「Drop Port Scan packets」、

「Allow to Scan Security Port（113）」、「Discard NetBios Packets」、
「Accept Fragment Packets」、「Send ICMP packets when error is 

encountered」があります。

3.8.2 Access Control
IP アドレス、ポート、アプリケーションのタイプ（例：HTTP ポート）、
日付などに基づき、ローカルクライアント用にインターネットアクセス
をフィルターすることができます。
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例えば、この画面では、アドレスレンジ 192.168.1.50-99 内のクライ
アントは FTP（Port 21）の使用が規制されています。一方、アドレス
レンジ 192.168.1.110-119 のクライアントは月曜日から金曜日、インター
ネットの閲覧がブロックされています。
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3.8.3 URL Filtering
URL Filtering 機能を設定するには、ウェブサイト（www.somesite.
com）またはフィルターしたい文字列を含む URLを入力してください。
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3.8.4 MAC Control
MAC Control 画面では、あるクライアント PC のインターネットアクセ
スを Mac アドレスに基づきブロックします。

MAC Address Control：MAC アドレスのインターネットへの接続を承
認するかどうかを決定します。

Configure MAC Address：MAC アドレスを入力し、接続を承認するか
どうかを設定します。

3.9 Routing（経路設定）

3.9.1 Routing Table
システムの最新のルーティング情報を表示します。 
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3.9.2 Static Routing
静的ルーティングは予め決定された経路を通じ、ネットワーク情報を
特定のホスト、またはネットワークに伝達します。

Destination Network IP：送信先ネットワークのネットワークアドレス
です。

Subnet Mask：送信先ネットワークのサブネットマスクです。

Gateway：送信先ネットワークに対するパスの次の中継点です。この
ルータが送信先ネットワークへのパスを通じてデータ通信するルータ
の IP アドレスを入力します。
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3.9.3 Dynamic Routing
動的ルーティングでは、経路はルーティングプロトコルで管理され、
経路をキャッシュに保存します。従って、静的ルーティングのメンテナ
ンスを自動化できます。本製品では、送信元と送信先の最小ホップ数
に基づき、RIP（Routing Information Protocol）を使用してネットワー
クパケットの経路を決定します。この場合は、ネットワークの配置に
おける物理的な変化が自動的に調節可能です。

Working Mode：ルータをルータとして動作させるか、ゲートウェ
イとして動作させるか選択します。

Listen Mode：有効にすると、RIP サーバのルーティング情報の受
信と、ルーティング情報の更新が可能になります。

Supply Mode：有効にすると、RIP サーバのルーティング情報の送
信と、ルーティング情報の更新が可能になります。
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3.10 UPnP（Universal Plug and Play）

3.10.1 UPnP Settings
UPnP（Universal Plug and Play）は、LAN に装備されたデバイスを
自動的に検出し、設定します。

UPnP は Windows ME、XP 以 降で サ ポートさ れていま す。 また、
Plug and Play フォーラムに参加している 400 以上のベンダーのネット
ワークデバイス、ソフトウェア、周辺機器への互換性があります。

UPnP Settings：UPnP 機能の有効 / 無効の切り替えを行います。

3.10.2 UPnP Port Mapping
この画面には全ての UPnP ポートマッピング情報が表示されます。
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3.11 DDNS

3.11.1 DDNS（Dynamic DNS）
DDNS（Dynamic DNS）はドメイン名をコンピュータまたはサー
バと結びつけるシステムです。IP アドレスに変化があったときに
DNS の記録を変更することによって、ドメイン名が自動的に IP ア
ドレスを追跡します。

DDNS：DDNS機能の設定をします。
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3.12 ヘルプインフォメーション 

画面右のヘルプインフォメーションには、ルータの機能の説明や、技
術用語が表示されます。

ヘルプ 
インフォメーション
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3.13 Logout（ログアウト）

ログアウトするには、タスクバーの「Logout」をクリックしてく
ださい。

「OK」をクリックしてルータユーティリティからログアウトします。


